
無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

■監査目的
　運転と保全の連携に関する業務状況を確認し、取組みの効果と課題を検証

　 ・運転体制（作業管理Ｇ設置、当直２交替制導入）

　 ・保全計画と安全処置（新しい「作業管理プロセス」の導入）

　 ・定検プロジェクト体制　等

■監査結果総括
　運転と保全の連携に関する業務は、次の点を中心に適切に実施されていると評価

　 ● 運転体制の変更は、監視・操作や保全計画の業務品質向上などに効果を発揮しつつある

　 ● 定期検査では、プロジェクト体制で運転と保全がしっかりとした連携により品質を確保

　一方で、次の解決すべき課題を確認

　 ▲ 新しい「作業管理プロセス」は、試行の状態にあり、方向性の認識合せが必要

　 ▲ トラブルに対してより迅速な再発防止対策と確実な水平展開が必要

■監査の方法
　・監査期間：平成２０年８月～10月

　・監査対象：福島第一、福島第二、柏崎刈羽原子力発電所の関係者

　・監査方法：ヒアリングや書面による監査を実施

　　　　　　　（協力企業４社８事業所にもヒアリング）
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１

「原子力発電所の運転と保全の連携について」監査報告総括

【凡例】

●：監査にて良好として確認したもの
▲：監査にて課題として確認したもの
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監査結果
　視点Ⅰ-①　運転体制の視点（作業管理Gの設置）

経　緯経　緯

目的：・当直のプラント監視と運転操作への専念

　　 　・安全処置を運転方で自ら作成　　　　　　

監査結果監査結果

■ 現状では、大きな問題はなく所期の目的を達成■ 現状では、大きな問題はなく所期の目的を達成

● 保全対応の専業化と窓口一本化
　 → 運転方への保全計画依頼の円滑・的確化

● 当直の業務輻輳を改善
　 → 監視・操作に専念可能

保全側からの評価運転側からの評価

H20/1
～

原子力再生活動として４年間の検討を経て
作業管理Gを設置(H20/1)

→

運　転

保

全

保全計画
安全処置

提出

・監視・操作
・安全処置の審査
・安全処置の実施

作業

許可

当直

（中央操作室）
保

全

運　転

②審査済
計画の
引渡

当直支援

・安全処置の作成
・監視・操作
・安全処置の実施

③作業
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①保全
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（中央操作室）

作業管理G

(日勤)
（中操外執務室）
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・当直６班のうち１班分を作業管理Ｇに分離 → 増員・勤務時間増加なく継続しうる勤務体制を検討　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 → ２交替制を採用（引継回数減による効果等も期待）

■ 現状では、大きな問題はなく所期の目的を達成
■ 身体的負担等については、本店・発電所共同で、代勤手配等の運用改善に期待

■ 現状では、大きな問題はなく所期の目的を達成
■ 身体的負担等については、本店・発電所共同で、代勤手配等の運用改善に期待

・年間総労働
　時間は同じ

▲ 休日の間に入る代勤手配に遠慮の声

● 繁忙時間の引継解消
　 → 手順書確認の充実
　 → ヒューマンエラー低減を実感

● 引継ミスによるヒューマンエラー発生の可能性低下

運転側からの評価

昼間引継の解消

身体的負担等

● 昼間の作業中断や待機の解消

● 夕刻の当直への操作依頼改善

　　　　　　　↓

　　協力企業からメリット

　　の声多数

引継回数の減

保全側からの評価

監査結果監査結果

監査結果
　視点Ⅰ-②　運転体制の視点（当直２交替制の導入）
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監査結果
　視点Ⅱ-①　保全計画と安全処置の視点（方式の変更）

目的：保全計画と安全処置の計画的な実施による品質向上

経緯：･原子力再生活動としてH16/4よりプロセス改善

　　　･業務の標準化やパッケージ化による大幅な改善　　　

経　緯経　緯

・保全計画のパッケージ化

　 → 機器点検工程の保全各Gでの事前調整 → 安全処置 (CP)作成と当直審査の標準化・効率化

・保全計画(WP) を早期に一括して作成

　 → 定期検査開始前に安全処置(CP)を確定

→ 詳細手順書の準備によるヒューマンエラー発生の低減

ねらいねらい

・保全：系統毎に機器をまとめた保全計画を事前

　　　　調整しパッケージ(WP)で当直に申請

・当直：系統毎に安全処置(CP)を作成し作業許可

WP：ワークパッケージ(保全計画)

CP：クリアランスパッケージ(安全処置)　

従来の管理方法(PTW）従来の管理方法(PTW）

・保全：機器個別に作業票(PTW)を当直に申請

・当直：点検順序の調整と、個別審査により作業許可

PTW ：パーミットトゥワーク(保全計画と安全処置)

→ H16/10より各発電所にて段階的に適用

新しい管理方法(WP/CP)新しい管理方法(WP/CP)
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■ 新しい作業管理プロセス(WP/CP) は運転と保全を連携する根幹業務であり、各発電所は平成
　16年より試行し、 導入のねらいに対し効果が得られているものの、発電所毎に運用の差異が
　あり、今後の方向性に関し本店・発電所間での認識共有も不足していることから、３発電所の
　標準化を前提に、継続検討・改善を要望

■ 新しい作業管理プロセス(WP/CP) は運転と保全を連携する根幹業務であり、各発電所は平成
　16年より試行し、 導入のねらいに対し効果が得られているものの、発電所毎に運用の差異が
　あり、今後の方向性に関し本店・発電所間での認識共有も不足していることから、３発電所の
　標準化を前提に、継続検討・改善を要望

監査結果
　視点Ⅱ-②　保全計画と安全処置の視点

一括隔離・一括復旧方式

一括隔離・部分復旧方式

隔離方式

・福島第二：仕上がりの品質とかかる労
　　　 力から妥当と認識

　　　 全発電所の標準化による業務量増
　　　 大を懸念

・柏崎刈羽：多くの労力がかかるが細か
　　　 な復旧に対応できる形を指向

・福島第一：設備データ、図面の未整備
　　　 にも起因し苦慮

　　 　 → 福島第二方式の適用も視野

発電所の認識

福島
第二

柏崎
刈羽

福島
第一

ねらいに対する効果
発電所の運用の相違発電所の運用の相違

従来方式から大きく改善

●当直・保全での調整が減り
　総合業務効率向上

　・定検前の十分な計画

　・時間外減少

●計画・手順の精度向上

　・定検中の変更減少

　・ヒューマンエラー低減

監査結果監査結果

　　：隔離
　　：復旧

　　：隔離
　　：復旧

発電所間で今後の方向性に差異

 

 
 

ポンプ 

 モータ 圧力計 
モータ 

 

 
 

ポンプ 

 モータ 圧力計 
モータ 

ｏマニュアル制定(H20/7) 

　・基本事項は統一。一方で、発電所固有の運用は許容

本店対応本店対応
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監査結果
　視点Ⅲ　定期検査推進体制の視点

・目的：安全最優先の精度の高い定検工程の作成と、定検中の工程調整・管理の的確化

　　　　 → 発電所内を横断した定検プロジェクトの設置（H16/11～）

経　緯経　緯

監査結果監査結果

柏崎刈羽

管理職兼任福島第二

● 全部門が集合 → 調整がスムーズ

● 工程管理ツール活用

　→ 情報の共通化・リアルタイム化

● 工程遵守率向上

▲ 発注変更の多さは継続(福島第一)

　→ 各G毎の管理強化が必要

一般職(上級者)専任福島第一

定検管理定検準備PJM　

運

転

保

全

定検ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ(PJM)

定検プロジェクト（例：福島第一）

品質・安全部

技術総括部

当直

運転管理部

保全部

総務部(土木、建築Ｇ)

体制 計40数名体制

・定検工程検討

・定検準備の進捗管理

定検準備の役割

・定検PJ会議(1回/3週）
・4週間工程調整会議(1回/週)
・ﾃﾞｲﾘｰ工程調整会議(毎日)

活動

・工程調整

・定検の進捗管理

定検中の役割

代表者

参加

Ｇメンバー
に情報共有

協力企業12社

代表者

参加

Ｇメンバー
に情報共有

柏崎刈羽は、
復旧推進体制
と密接に連携

■ プロジェクト体制は定着し、運転と保全の密接な連携により、協力企業も含め工程の共有と
　進捗管理が充実

■ プロジェクト体制は定着し、運転と保全の密接な連携により、協力企業も含め工程の共有と
　進捗管理が充実
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監査結果
　視点Ⅳ　トラブル対応の視点

　　監査結果

・運転と保全の連携不足が要因と考えられるトラブル対策の水平展開状況

　→ ヒューマンエラーによるトラブルのうち、連携不足が要因で重要度の高いものを抽出（H19/4～

　　H20/6）

　→ 一部に再発防止対策の策定や水平展開の遅れ・不徹底、さらに同トラブルの再発を確認

着目した課題

事案１：水平展開範囲を部内限りとしたため他部で再発

事案２：トラブル情報が生かされず再発の可能性が継続。その後の対策も不十分

・不適合管理委員会が、類似作業が想定される箇所への水平展開

　に考えが及ばず、結果として配慮不足による再発

・自主的な暫定対応なし（重大なトラブルについては、本店が暫定対策処置を指示(H19/7～)）

・発生発電所での対策の徹底不十分

■ 人身災害につながるトラブルは、類似作業が想定される範囲へ、事象内容と対策の徹底し
　た水平展開が必須であり、改善のための検討を要望

■ 人身災害につながるトラブルは、類似作業が想定される範囲へ、事象内容と対策の徹底し
　た水平展開が必須であり、改善のための検討を要望
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監査結果
　視点Ⅴ　個別業務の視点

■ 福島第一、福島第二では、柏崎刈羽での教訓を生かし、次の点に留意が必要
　・柏崎刈羽の災害事例の原因分析・評価に基づく再発防止
　・本部大でのバランス配慮によるタイムリーなリソース強化
　・ユニット所長、保全各Ｇ、プロジェクト体制との連携強化による情報・認識共有の徹底

■ 福島第一、福島第二では、柏崎刈羽での教訓を生かし、次の点に留意が必要
　・柏崎刈羽の災害事例の原因分析・評価に基づく再発防止
　・本部大でのバランス配慮によるタイムリーなリソース強化
　・ユニット所長、保全各Ｇ、プロジェクト体制との連携強化による情報・認識共有の徹底

監査結果（土木建築業務）

● 労働安全確保に鋭意取組み

　　→ ▲ 11件の人身災害発生（H19/8～H20/10）

　　→ ● 特別パトロールの実施による強化（H20/7～）

● リソース強化　→　工事力・管理機能強化

● 情報共有・工事審査・工程調整の強化 → 現行組織体制での強化

・地震発生後、土木建築工事の急増に伴い、災害防止と工程確保の
　両立のために多面的に取組み中

柏崎刈羽の復旧における取組み状況

● 工事量の増大に合わせ対策実施
● 情報共有対策の先行実施
　　　　　　↓

・現時点では情報共有に問題なし
　　　　　　↓

▲ 今後、大規模工事の水平展開時に、
　情報・認識共有の一層の強化が必要
　との声有り（土木建築系Ｇ）

福島第一、福島第二の取組み状況
と今後の課題

監査結果（放射線管理業務）

● 各発電所とも関連部署が連携し的確な対策・管理を実施
● 福島第一では保全、放管部門とも線量低減に積極的に取り組む姿勢
▲ 現状の線量レベルの違いもあり取り組む姿勢に差

■ 福島第一の線量実績は良好とはいえないことから、現在の積極的な努力継続に期待
■ 福島第二・柏崎刈羽は、今後の耐震強化工事等で計画段階から密接に運転と保全が連携し、
　良好な線量実績が維持を期待

■ 福島第一の線量実績は良好とはいえないことから、現在の積極的な努力継続に期待
■ 福島第二・柏崎刈羽は、今後の耐震強化工事等で計画段階から密接に運転と保全が連携し、
　良好な線量実績が維持を期待


